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缶 詰
か ん づ め

巻 締
ま き し め

模 擬
も ぎ

試 験
し け ん

問 題
も ん だ い

（ 上 級 用
じょうきゅうよう

）  

 

（１） つぎの文
ぶん

を読
よ

んで、その内容
ないよう

が正
ただ

しいものには○印
しるし

、間違
ま ち が

っているものには×印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

 

１．（  ） 缶詰
かんづめ

製造
せいぞう

の基本
き ほ ん

は、脱気
だ っ き

、密封
みっぷう

、殺菌
さっきん

工程
こうてい

である。 

２．（  ） 食品
しょくひん

を長期間
ちょうきかん

保存
ほ ぞ ん

する方法
ほうほう

として缶詰法
かんづめほう

は優
すぐ

れている。 

３．（  ） 作業
さぎょう

時間
じ か ん

を厳密
げんみつ

に守
まも

るために、工場
こうじょう

では常
つね

に腕時計
うでどけい

をつけて作業
さぎょう

しなければならない。 

４．（  ） 手
て

や指
ゆび

をけがしている人
ひと

は、食品
しょくひん

会社
かいしゃ

に勤務
き ん む

してはならない。 

５．（  ） 工場
こうじょう

の出入
で い

り口
ぐち

や窓
まど

には、昆虫
こんちゅう

などが入
はい

らないような対策
たいさく

をしておく必要
ひつよう

がある。 

６．（  ） 選別
せんべつ

工程
こうてい

の照明
しょうめい

は明
あか

るくしておく必要
ひつよう

があるので、照明
しょうめい

にカバーなどをつけてはいけない。 

７．（  ） 製造中
せいぞうちゅう

は作業
さぎょう

の妨
さまた

げになるので、製造
せいぞう

ラインの清掃
せいそう

等
とう

を行
おこな

ってはいけない。 

８．（  ） 工場内
こうじょうない

での無駄
む だ

話
ばな

しを防止
ぼ う し

する目的
もくてき

で、作業員
さぎょういん

全員
ぜんいん

にマスクをつける必要
ひつよう

がある。 

９．（  ） 缶詰
かんづめ

の加熱
か ね つ

殺菌
さっきん

で一番
いちばん

問題
もんだい

となる微生物
びせいぶつ

はボツリヌス菌
きん

である。 

10．（  ） 低酸性
ていさんせい

食品
しょくひん

の加熱
か ね つ

殺菌
さっきん

は、加圧式
かあつしき

殺菌機
さっきんき

（Retort）で行
おこな

う。 

11．（  ） 缶詰
かんづめ

の殺菌
さっきん

条件
じょうけん

は、科学的
かがくてき

な方法
ほうほう

で決
き

めなければならない。 

12．（  ） 殺菌
さっきん

の終
お

わった缶詰
かんづめ

はどんなことがあっても腐
くさ

ることはない。 

13．（  ） 缶詰
かんづめ

の冷却
れいきゃく

に用
もち

いる水
みず

は汚
よご

れた水
みず

を使
つか

ってはいけない。 

14．（  ） 空気
く う き

を多
おお

く含
ふく

んだ缶詰
かんづめ

を高真空
こうしんくう

缶詰
かんづめ

という。 

15．（  ） 缶詰
かんづめ

を保存
ほ ぞ ん

するときはできるだけ高
たか

い温度
お ん ど

で保管
ほ か ん

するとよい。 

16．（  ） 金属
きんぞく

缶
かん

の材質
ざいしつ

には、必
かなら

ずブリキが使用
し よ う

される。 

17．（  ） ブリキとはアルミニウムにスズがメッキされたものである。 

18．（  ） 3 ピース缶
かん

の缶胴
かんどう

の接合部
せつごうぶ

は溶接
ようせつ

されているものが一番
いちばん

多
おお

い。 

19．（  ） 金属
きんぞく

缶
かん

の内面
ないめん

塗装
と そ う

にはペンキが使用
し よ う

される。 

20．（  ） 缶切
か ん き

りを使
つか

わないで開
あ

けることのできる缶
かん

をイージーオープン缶
かん

と呼
よ

ぶ。 

21．（  ） 巻締
まきしめ

の 3要素
よ う そ

とは、巻締
まきしめ

ロール(Roll)、チャック(Chuck)、リフター(Lifter)をいう。 

22．（  ） 缶材
かんざい

の厚
あつ

さすべての金属
きんぞく

缶
かん

で同
おな

じである。 

23．（  ） 巻締
まきしめ

寸法
すんぽう

の標準値
ひょうじゅんち

は缶詰
かんづめ

製造
せいぞう

会社
かいしゃ

が独自
ど く じ

で決
き

めなければならない。 

24．（  ） ボデーフック（BH）とカバーフック（CH）が同
おな

じ長
なが

さになるように調整
ちょうせい

するとよい。 

25．（  ） 不良
ふりょう

な第
だい

1巻締
まきしめ

でも第
だい

2巻締
まきしめ

で修正
しゅうせい

できる。 

26．（  ） 不良
ふりょう

巻締
まきしめ

を発見
はっけん

した場合
ば あ い

は巻締機
まきしめき

を止
と

め、直
ただ

ちに原因
げんいん

を調
しら

べる必要
ひつよう

がある。 

27．（  ） 巻締
まきしめ

機の調整
ちょうせい

を早
はや

く終
おわ

わらせるために、後戻
あともど

り調整
ちょうせい

を行
おこな

うとよい。 

28．（  ） 巻締
まきしめ

の内部
な い ぶ

検査
け ん さ

は 4時間
じ か ん

に 1回
かい

以上
いじょう

行
おこな

わなければならない。 

29．（  ） 巻締
まきしめ

測定
そくてい

記録
き ろ く

は 3年間
ねんかん

保管
ほ か ん

する必要
ひつよう

がある。 

30．（  ） 巻締
まきしめ

測定
そくてい

記録
き ろ く

は長期間
ちょうきかん

保管
ほ か ん

しなければならないので、作業
さぎょう

終了後
しゅうりょうご

にきれいに清書
せいしょ

しておくとよい。 
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31．（  ） 缶詰
かんづめ

食品
しょくひん

における脱気
だ っ き

の目的
もくてき

は、空気中
くうきちゅう

の微生物
びせいぶつ

を除去
じょきょ

することである。 

32．（  ） 缶詰
かんづめ

の賞味
しょうみ

期限
き げ ん

は 3年
ねん

と食品
しょくひん

衛生法
えいせいほう

で定められて
さだ        

いる。 

33．（  ） 安全
あんぜん

な製品
せいひん

を製造
せいぞう

するためには、従業員
じゅうぎょういん

の衛生
えいせい

教育
きょういく

は欠
か

かせない。 

34．（  ） 工場
こうじょう

の床
ゆか

は従業員
じゅうぎょういん

が転倒
てんとう

しないように勾配
こうばい

のない平ら
たい  

な構造
こうぞう

が良い
よ  

。 

35．（  ） 従業員
じゅうぎょういん

の無駄話
むだばなし

を防止
ぼ う し

するためにマスクの着用
ちゃくよう

は有効
ゆうこう

な方法
ほうほう

である。 

36．（  ） 工場内
こうじょうない

がとても暑い
あ つ  

場合
ば あ い

は従業員
じゅうぎょういん

の健康面
けんこうめん

を配慮
はいりょ

して窓
まど

を開けて
あ   

おくと良い
よ  

。 

37．（  ） 製造中
せいぞうちゅう

に床
ゆか

に落とした
おと      

食品
しょくひん

を直ち
ただ  

に拾った
ひろ    

としても元
もと

に戻さない
もど      

。 

38．（  ） 魚
さかな

や肉
にく

などの缶詰
かんづめ

食品
しょくひん

の殺菌
さっきん

はレトルト(Retort)と呼
よ

ばれる装
そう

置
ち

で行
おこな

う。 

39．（  ） 食品
しょくひん

に食塩
しょくえん

を加
くわ

えると水分
すいぶん

活性
かっせい

(Aw)が低
ひく

くなる。 

40．（  ） 加熱
か ね つ

殺菌
さっきん

は、食品
しょくひん

をおいしくするために重要
じゅうよう

な工程
こうてい

である。 

41．（  ） 缶詰
かんづめ

の殺菌
さっきん

条件
じょうけん

は、食品
しょくひん

の性質
せいしつ

、容器
よ う き

のサイズ、殺菌
さっきん

方法
ほうほう

によって異なる
こと    

。 

42．（  ） 手
て

で押し込む
お  こ  

ことのできないような硬く
か た  

膨張
ぼうちょう

した蓋
ふた

、底
そこ

を有する
ゆう    

缶
かん

をフリッパーという。 

43．（  ） 正常
せいじょう

な殺菌
さっきん

を完了
かんりょう

した缶詰
かんづめ

は、急速
きゅうそく

に冷却
れいきゃく

をする必要
ひつよう

はない。 

44．（  ） 缶
かん

の膨張
ぼうちょう

の原因
げんいん

はすべて微生物
びせいぶつ

によるものである。 

45．（  ） 缶詰
かんづめ

の中身
な か み

が変敗
へんぱい

した場合
ば あ い

、必ず
かなら  

缶
かん

が膨張
ぼうちょう

する。 

46．（  ） 缶
かん

の塗装
と そ う

の主
おも

な目的
もくてき

は、内容物
ないようぶつ

の保護
ほ ご

である。 

47．（  ） 缶
かん

蓋
ぶた

裏側
うらがわ

のカール部
ぶ

付
ふ

近
きん

に塗布
と ふ

されているゴム状
じょう

の物質
ぶっしつ

を、シーリングコンパウンドという。 

48．（  ） タブ自体
じ た い

は缶体
かんたい

から外れない
はず      

特徴
とくちょう

の蓋
ふた

をステイオンタブ(SOT)エンドという。 

49．（  ） 缶
かん

蓋
ふた

に打ち出された
う  だ    

蛇の目
じ ゃ  め

模様
も よ う

をエクスパンションリング(Expansion Ring)という。 

50．（  ） シーミングチャックハイト(SCH)とはチャックとリフターの間
あいだ

の距離
き ょ り

をいう。 

51．（  ） セミトロシーマーでは、リフター調整
ちょうせい

をするときは必ず
かなら  

しもトップの位置
い ち

でなくても良い
よ  

。 

52．（  ） リフター調節
ちょうせつ

で高さ
たか  

を低く
ひく  

するとボデーフック(ＢＨ)も短く
みじか  

なる。 

53．（  ） 第 1 巻
だい  まき

締
しめ

ロールの寄り
よ  

が強すぎる
つよ        

と巻締幅
まきしめはば

(W)が小さく
ちい    

なる。 

54．（  ） 第 2 巻
だい  まき

締
しめ

ロールの押圧
おうあつ

が強い
つよ  

と巻締
まきしめ

厚さ
あつ  

(T)は大きく
おお    

なる。 

55．（  ） 巻締
まきしめ

不良
ふりょう

のスリップがおこる原因
げんいん

の一つ
ひ と  

としてロールの寄り
よ  

の強すぎ
つよ    

があげられる。 

56．（  ） カットオーバーとは巻締内
まきしめない

周
しゅう

の肩
かた

の部分
ぶ ぶ ん

がひれ状
じょう

に鋭 く
するど   

張り出し
は  だ  

、同部
ど う ぶ

が亀裂
き れ つ

しているものをいう。 

57．（  ） 巻締
まきしめ

の形状
けいじょう

はタイトシームが一般的
いっぱんてき

である。 

58．（  ） 巻締
まきしめ

の外部
が い ぶ

検査
け ん さ

をする場合
ば あ い

、視覚
し か く

検査
け ん さ

が合格
ごうかく

であれば巻締値
まきしめち

の測定
そくてい

はしなくても良
よ

い。 

59．（  ） ストレート缶用
かんよう

のマイクロメーターがあればどの缶
かん

の形態
けいたい

でも測定
そくてい

できる。 

60．（  ） 巻締
まきしめ

状態
じょうたい

を評価
ひょうか

するときに統計的
とうけいてき

管理
か ん り

を行う
おこな  

と、事故
じ こ

や不良巻締
ふりょうまきしめ

の発生
はっせい

を未然
み ぜ ん

に防止
ぼ う し

できる。 
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（２）次
つぎ

の用語
よ う ご

で、不良
ふりょう

巻締
まきしめ

の状態
じょうたい

を示
しめ

すものには○印
しるし

、そうでないものには×印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてください。 

 

  （  ） チャックウオールラジアス 

  （  ） ドルーピング 

  （  ） フォールスシーム 

  （  ） カットオーバー 

  （  ） プレッシャーリッジ 

  （  ） ロールグルーブ 

  （  ） アジャスティングウオーム 

  （  ） スリップ 

  （  ） コンパウンドスクイズアウト 

  （  ） ジャンプドシーム 

 

 

（３）次
つぎ

の機械
き か い

器具
き ぐ

の名称
めいしょう

で、巻締
まきしめ

検査
け ん さ

に使用
し よ う

するものには○印
しるし

、そうでないものには×印
しるし

を、（  ）内
ない

につけてくだ

さい。 

 

   （  ） マイクロメーター 

   （  ） ノギス 

   （  ） やっとこ 

   （  ） チェーンソー 

   （  ） 温度計
おんどけい

 

   （  ） カウンターシンクゲージ 

   （  ） 計量
けいりょう

カップ 

   （  ） ハンドキャンテスター 

   （  ） ペーパーナイフ 

   （  ） シームプロジェクター 
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（４）次
つぎ

の名称
めいしょう

の記号
き ご う

が合って
あ   

いるものには○印
しるし

、そうでないものには×印
しるし

を（  ）内
ない

に付けて
つ   

下さい
くだ    

。 

 

  （  ）巻締
まきしめ

厚さ
あつ  

； T  

  （  ）巻
まき

締
しめ

幅
はば

； WC  

  （  ）カウンターシンク； K  

  （  ）ボデーフック； BH  

  （  ）カバーフック； CH  

  （  ）オーバーラップ； OR  

  （  ）アッパークリアランス； AK  

  （  ）ロワークリアランス； LC  

  （  ）缶材
かんざい

厚さ
あつ  

； 缶
かん

胴
どう

ｔｂ  

  （  ）缶材
かんざい

厚さ
あつ  

； 缶
かん

蓋
ふた

ｔｄ  

 

 

（５）次
つぎ

の名称
めいしょう

でセミトロシーマーの部位
ぶ い

の名称
めいしょう

であるものには○印
しるし

、そうでないものは×印
しるし

を（  ）内
ない

に付けて
つ   

下
くだ

さ

い。 

 

  （  ）リフタープレート  

  （  ）パネリング  

  （  ）シーミングロール  

  （  ）シーミングチャック  

  （  ）プルトップエンド  

  （  ）フットレバーペダル  

  （  ）ラチェット  

  （  ）リフタースプリング  

  （  ）シームソー  

  （  ）ノーシーム  
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（６）次
つぎ

の工程図
工 程 図

は、まぐろ缶詰
かんづめ

の製造
せいぞう

工程
こうてい

を表
あらわ

したものです。まぐろ缶詰
かんづめ

製造
せいぞう

工程図中
こうていずちゅう

のア～オにあてはまる工程
こうてい

を下
した

の

選択肢
せんたくし

①～⑤から選
えら

んでその番号
ばんごう

を（   ）内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

＜まぐろ缶詰
かんづめ

製造
せいぞう

工程図
こうていず

＞ 

 

 

【選択肢
せんたくし

】 

①真空巻締
しんくうまきしめ

 ②選別
せんべつ

 ③レトルト殺菌
さっきん

 ④乾燥
かんそう

 ⑤蒸
じょう

煮
しゃ

 

⑥キャッピング ⑦解凍
かいとう

 ⑧冷凍
れいとう

 ⑨試食
ししょく

 ⑩消毒
しょうどく

 

 

（８）次
つぎ

の図
ず

は、巻締
まきしめ

不良
ふりょう

の状態
じょうたい

を表
あらわ

したものです。ア～オの巻締
まきしめ

不良
ふりょう

の名称
めいしょう

を下
した

の選択肢
せんたくし

①～⑤から選
えら

んでその番号
ばんごう

を

（   ）内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

   
  

ア．（   ） イ．（   ） ウ．（   ） エ．（   ） オ．（   ） 

 

【選択肢
せんたくし

】 

①カットオーバー ②ウェーブ ③フォールスシーム 

④ビー ⑤ノックダウンフランジ ⑥異物巻締
いぶつまきしめ

 

⑦アールイング ⑧ジャンプドシーム ⑨リンクルインプレッション 

亀裂
き れ つ
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（９）次
つぎ

の工程図
工 程 図

は、みかん缶詰
かんづめ

の製造
せいぞう

工程
こうてい

を表
あらわ

したものです。みかん缶詰
かんづめ

製造
せいぞう

工程図中
こうていずちゅう

のア～オにあてはまる工程
こうてい

を下
した

の

選択肢
せんたくし

①～⑤から選
えら

んでその番号
ばんごう

を（   ）内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

＜みかん缶詰
かんづめ

製造
せいぞう

工程図
こうていず

＞ 

 

【選択肢
せんたくし

】 ① 加熱
か ね つ

殺菌
さっきん

  ②乾燥
かんそう

 ③廃棄
は い き

 ④剥皮
は く ひ

 ⑤注
ちゅう

液
えき

 

⑥薬剤
やくざい

散布
さ ん ぷ

 ⑦選別
せんべつ

 ⑧検査
け ん さ

 ⑨試食
ししょく

 ⑩蒸
じょう

煮
しゃ

 

 

（１０）次
つぎ

の図
ず

は、巻締
まきしめ

不良
ふりょう

の状態
じょうたい

を表
あらわ

したものです。ア～オの巻締
まきしめ

不良
ふりょう

の名称
めいしょう

を下
した

の選択肢
せんたくし

①～⑤から選
えら

んでその番号
ばんごう

を（   ）内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

     

ア．（   ） イ．（   ） ウ．（   ） エ．（   ） オ．（   ） 

 

【選択肢
せんたくし

】 

①カットシーム ②スリップ ③フォールスシーム 

④カットオーバー ⑤ノックダウンフランジ ⑥ビー 

⑦異物巻締
いぶつまきしめ

 ⑧アールイング ⑨ウェーブ 
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（１１）次
つぎ

の図
ず

は、巻締
まきしめ

外部
が い ぶ

を表
あらわ

したものです。巻締
まきしめ

外部
が い ぶ

ア～オの名称
めいしょう

を下
した

の選択肢
せんたくし

①～⑤から選
えら

んでその番号
ばんごう

を（   ）

内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

 

 

 

【選択肢
せんたくし

】 

①カバーフックラジアス ②ロールグループラジアズ ③シーミングパネル 

④ロールパネル ⑤ボデーフックラジアス ⑥シーミングヘッド 

⑦チャックウォール ⑧カバーフックパネル ⑨チャックウォールラジアス 

⑩ロールウォール ⑪シーミングウォールラジアス ⑫ボデーフックパネル 

 

 

（１２）次
つぎ

の文
ぶん

は、二重巻締
にじゅうまきしめ

についての説明
せつめい

です。（   ）内
ない

にあてはまる単語
た ん ご

を下記
か き

の選択肢
せんたくし

①～⑤から選
えら

んでその番号
ばんごう

を（   ）内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

・二重巻締
にじゅうまきしめ

とは、缶
かん

蓋
ぶた

の（    ）部
ぶ

を缶
かん

胴
どう

の（    ）部
ぶ

に被
かぶ

せ、ロールによって巻
ま

き込
こ

むように（    ）して、

缶
かん

胴
どう

と缶
かん

蓋
ぶた

とを接
せつ

合
ごう

し、蓋
ふた

の内側
うちがわ

に塗布
と ふ

されている（    ）によって缶
かん

容器
よ う き

の（    ）性
せい

を保
たも

たせる方法
ほうほう

である。 

【選択肢
せんたくし

】 ①シーリングコンパウンド ②クッション ③フランジ 

④チャック ⑤カール ⑥チューブ 

⑦表面
ひょうめん

 ⑧接着
せっちゃく

 ⑨圧着
あっちゃく

 

⑩溶接
ようせつ

 ⑪密封
みっぷう

 ⑫開封
かいふう
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（１３）次
つぎ

の文
ぶん

は、作
さ

業者
ぎょうしゃ

の衛生管理
えいせいかんり

についての説明
せつめい

です。（   ）内
ない

にあてはまる単語
た ん ご

を下記
か き

の選択肢
せんたくし

①～⑩から選
えら

ん

でその番号
ばんごう

を（   ）内
ない

に記入
きにゅう

してください。 

・作
さ

業者
ぎょうしゃ

は少
すく

なくとも年
ねん

に１回
かい

は労働
ろうどう

安全
あんぜん

衛生法
えいせいほう

で定
さだ

められている（    ）を受
う

けること。下痢
げ り

、発熱
はつねつ

、（    ）、

炎症
えんしょう

、化膿傷
かのうきず

などの疾病
しっぺい

、外傷
がいしょう

等
とう

がある場合
ば あ い

は、直
ただ

ちに（    ）等
とう

の責任者
せきにんしゃ

に申
もう

し出
で

ること。このような場合
ば あ い

は、食品
しょくひん

と（    ）する作業
さぎょう

に従事
じゅうじ

してはならない。特
とく

に（    ）に化膿傷
かのうきず

のある作
さ

業者
ぎょうしゃ

が、食品
しょくひん

を素手
す で

で触
さわ

ると（    ）

という細菌
さいきん

が食品
しょくひん

を（    ）し、この細菌
さいきん

が食品中
しょくひんちゅう

で増殖
ぞうしょく

すると（    ）という毒素
ど く そ

を産生
さんせい

する。毒素
ど く そ

は、缶詰
かんづめ

の

加熱
か ね つ

殺菌
さっきん

条件
じょうけん

では（    ）せず、大規模
だ い き ぼ

な（    ）を引
ひ

き起
お

こす可能性
かのうせい

がある。 

【選択肢
せんたくし

】 

①ボツリヌス菌
きん

 ②黄色
おうしょく

ブドウ球菌
きゅうきん

 ③体重測定 

④健康
けんこう

診断
しんだん

 ⑤発酵
はっこう

 ⑥汚染
お せ ん

 

⑦食中毒
しょくちゅうどく

 ⑧分解
ぶんかい

 ⑨反応
はんのう

 

⑩接触
せっしょく

 ⑪吐
は

き気
け

 ⑫骨折
こっせつ

 

⑬エンテロトキシン ⑭テトロドトキシン ⑮体
からだ

全体
ぜんたい

 

⑯手指
て ゆ び

 ⑰工場長
こうじょうちょう

 ⑱家族
か ぞ く

 

 


